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岡山県立博物館 令和７年度特別展 

「岡山の文化と出会う－宗教美術から超絶技巧までー」 

Ⅱ期が始まります！ 
 
 
 岡山県立博物館では、令和７年 11 月 28 日（金）より、令和７年度特別展「岡山の文化

と出会う－宗教美術から超絶技巧まで－」を開催しており、令和８年１月 17日（土）から、

Ⅱ期が始まります。 

Ⅱ期では、神像・獅子・舞楽面などの神道美術、四条派や文人画を中心とした近世絵画、

そして近代に活躍した金工師である正阿弥勝義などの作品をご紹介します。 

なお、会期中の２月９日（月）・10日（火）に一部展示替えを行います。 

   

記 

 

１ 会  期  令和８年１月 17日（土）～３月８日（日） 

         ＜前期＞１月 17日（土）～２月８日（日） 

         ＜後期＞２月 11日（水）～３月８日（日） 

 

２ 開館時間  午前９時 30分～午後５時 

 

３ 休 館 日  毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、2月 10日(火) 

        ただし、3 月 2 日(月)は岡山後楽園開園記念日のため開館、翌 3 日(火)

休館。 

 

４ 入 館 料  大人 460円、65歳以上 230円、高校生以下無料 

         ※3月 2日(月)は岡山後楽園開園記念日のため、入館料無料 

 

５ 主な展示品 別添資料のとおり 

 

 岡山県立博物館 

担 当 者 岡﨑・馬野・内池 

電話番号 
内線：5015 

直通：086-272-1178 



６ 関連行事 【記念講演会】「県博の「宝物」に想いを馳せて」 

        日時：１月 17日（土） 午後１時 30分～午後３時 

        講師：守安 收 氏（岡山県立美術館 館長） 

        会場：岡山県立博物館 講堂 

        定員：120名（事前申込必要、先着順、聴講無料、別途入館料必要） 

 ＜申込方法＞ 

          「電子申請サービス」または「ＦＡＸ」のいずれかの方法で、必要

事項（氏名・ふりがな・電話番号・希望するイベント名を記入して

申し込む。 

            ＦＡＸ：086-272-1150 

 

        

※２月 15日（日）に開催する「真鍮アクセサリー作り」は、定員に 

達したため、募集を締め切りました。 

 

【学芸員による展示解説】 

        日時：工芸品       １月24日（土）、２月21日（土） 

           神道美術・近世絵画 ２月７日（土）、３月７日（土） 

            午後２時～３時 

        会場：岡山県立博物館 ２階展示室（事前申込不要、入館料必要） 

 

       【館蔵品クイズ】 

         会場内のクイズに正解すると、記念シールをプレゼントします。 

         さらに、Ⅰ期（令和７年 11月 28日～令和８年２月 12日）のシールを 

持参された方には、特別シールもプレゼントします。  

 

         

         

電子申請サービス 



おもな展示品（Ⅱ期） 

 

 

獅子    ※前後期 

重要文化財 一対 平安時代 津山市・髙野神社蔵 

 

  阿吽の一対の獅子です。顔を拝者に向けることなく、まっ

すぐ前を見据え胸を張って座ります。上半身を丸々と造り、

下半身にかけて小さくなだらかに収まる姿勢は古様です。 

 

 

 

 

 

虎
とら

に叭々
は は

鳥図
ちょうず

 黒田
く ろ だ

綾山
りょうざん

筆
ひつ

    ※前期・後期各４面 

８面  寛政 8年(1796) 岡山県立博物館蔵     

 

江戸時代の南画家・黒田綾山の若い頃の作品です。 

綾山は岡本豊彦
おかもととよひこ

や白神皡々
し ら が こ う こ う

らの最初の師であり、 

多くの画家を育てました。本作は綾山には珍しい 

大作で、制作年の分かる作品として重要です。 

岡山市・宝積院
ほうしゃくいん

旧蔵。 

 

 

 

鶏
にわとり

香炉
こ う ろ

      ※前後期 

正阿弥
しょうあみ

勝義
かつよし

作
さく

 

１合 明治時代 

岡山県立博物館蔵 

 

 

銀地の本体に鶏の意匠を取り入れた香炉です。 

金・赤銅
しゃくどう

・素銅
す あ か

などの金属を組み合わせて、雛を見守る雄鶏と雌鶏、地中の虫をついばもうとする

雌鶏など、様々な姿の鶏を表現しています。 

 

 



雛
ひな

巣
す

釣
つり

花瓶
かびん

      ※前後期 

正阿弥勝義作 

１口 明治時代 

岡山県立博物館蔵 

   

 

   釣花瓶型の文鎮で、ひよこの飼育に使用する稲藁製の巣を模しています。 

   巣の縁にとまる２羽の雛はそれぞれ青
あお

金
きん

と朧
おぼろ

銀
ぎん

で作られ、金・銀・赤銅などで装飾されています。

また、雛の視線の先には赤銅製の小さな蜘蛛がいます。 

 

 

 

堆黒
ついこく

風月
ふうげつ

三昆之図
さんこんのず

軸盆
じくぼん

   ※前期のみ 

逸見
へ ん み

東洋
とうよう

作 

１口 大正時代 

岡山県立博物館蔵  

  

 

 

  掛軸や巻子を置くための盆（軸盆）で、黒漆を塗り重ねたあと部分的に彫り下げて文様を表現する

「堆黒
ついこく

」の技法が用いられています。 

「風月三昆
ふうげつさんこん

」は文人画の画題のひとつで、蓮・蘭・菊を意味します。本作では下から菊・蘭・蓮が配

置されています。 

 

 






